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化学プラント

近代の化学工業は,石油化学工業を中心に,めざましい発展と展

開を繰り広げつつあるが,これらほいわゆる,典型的な装置産業で

あって,設備能力の大形化ということで,コストの低下を計り,国

際競争に耐えていこうとしているのが,世界を通じての一般的傾向

である｡日本においても,その例外ではなく,各所で,巨大なプラ

ントが生みだされつつあるが,これに対応して日立製作所では,技

術の向上と革新に努力してきた結果,千葉県五井地区,丸善石油

化学株式会社千葉工場に昭和41年3月,年産10万トンに及ふ

わが国最大級の規模と能力を誇るエチレンプラントを完成した｡こ

のプラントは着工以来わずか13個月という驚異的短期間で完成さ

れたもので,電子計算機の駆使,パート図形の利用による工程管理

など,エンジニアリングに関する話題も豊富なプラントである｡ま

た現在プラントの巨大化ということで,エチレンとともに常に話題

にのぼるアンモニアプラントに関しても,日産500トンという大形

プラントを建設中である｡さらに千葉県五井,丸善石油化学コンビ

ナートの一翼をになう,日産石油化学株式会社千葉工場に,オキソ

合成による高級アルコールのプラントを建設した｡このプラントの

原料ガスの製造部内には日立製作所が技術提携した,アメリカシー

ラス社のシーラス炉を採用,合成部門には日産石油化学株式会社の

提携した,フランスクールマン社の技術を採用するなど,技術レベ

ルの高い優秀プラントである｡合成樹脂プラントとしてほ,わが国

における新しいナフサセンターの一つである岡山県水島地区に,旭

ダウ株式会社のスチレンモノマプラントを完成した｡また,抗生物

質の培養プラントに関しては,口丘製作所ほ古くから,その豊富な

経験とすぐれた技術により,わが国において圧倒的なシェアを詰っ

ているが,このほど,完成した北興化学株式会社の培養プラントは,

農薬用の抗生物質として,昭和38年微生物化学研究所の梅沢博士に

より発見された,稲のいもち病に絶大な効力を有するカスガマイシ

ンの培養パイロットプラントである｡このプラントには,菌体乾燥

用として,優秀な性能を誇る,日立真空凍結乾燥装置と,アメリカ

KONTRO社との技術提携による,日立コントロ装置の採用がみら

れる｡

日立製作所は技術の幅を広げるため,たゆまない努力を続けてい

るが,イギリス,ICI社とのアンモニア合成ならびにナフサのスチ

ームリフォーミングの技術提携および先に述べた,アメリカシーラ

ス社との技術提携に引続き,アンモニア合成用そのほかのガス精製

に閲し,イタリアのG･VETROCOKE祉との提携,ナフサの脱硫

技術に関するBRITISHPETROLEUM社との提携を実現し,ここ

にエチレンプラントならびにアンモニアプラントにおける一連の技

術の確立を図った｡また化学プラントの設計技術として重要な単位

操作の一つとしての蒸溜に関しては,日立無堰多孔板塔の開発以来

その技術レベルの高さを誇ってきたが,今回,FRI(FRACTIONA-

TIONRESEARCIiINSTITUTE)への加入はその技術の厚みを,

ますます増すものであり,単品機器に関しては,日立コントロ装置

のプロセス面への応用に多大の効果を収めた｡また科学技術長官

賞,溶接学会件々木質に輝く,特殊材料のライニソグ方法であるノ､

ブ爆発圧接を用いた機器類は,全面爆発圧着によるクラッドの併用

により,その応用範囲を増大し,国内はもちろん,輸出面において

も幾多の実績を積みかさねている｡

水処理装置

41年度の水処理部門は,わが国の環境衛生施設整備計画および公

害防止対策に呼応して,ますます活況を呈した｡すなわち公共事業

費は,工業用水がほぼ矧£いであるほかは,40年度に比べいずれも

】 158-
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25%以上の増加である｡厚生省は,42年度を初年度とする新生活環

境施設整備5個年計画を発表し,特に下水道関係では,従来の中,

大規模のものに加えて小規模汚水処理施設費をも今後さらに増節す

ると思われる｡またすでに施行されている排水規制法および水質保

全法により各地域の水質基準が決定され,具体的な規制が実施され

つつあるので,一般産業における水処理関係事業費も逐次増加する

はずである｡このような需要情況に応じて各社とも外国からの技術

導入を行なっているが,日立製作所は,10年間の水処理機器の製作

技術を基礎に数年前からエンジニアリングとプラント建設の能力の

育成につとめ,実績の積み重ねによって地位を確立した｡

41年度の生産実績は,下水,上水および工水処理などのプラント

ものが順調に伸長をみせた｡

下水処理装置では,沈砂池より塩素混和他にいたる汚水処理プラ

ントを完成し,コミュニティプラソトも2個所完成した｡新製品と

しては,沈砂地のスクリーンかすと沈砂を衛生的に処理するスクリ

ーンかす粉砕･脱水設備および洗砂装置を納入した｡

また下水機械では,ダブルチェーンコンベヤ応用の日

動除じん機沈砂かき揚げ磯および汚泥かき集め機なと

が,各都市38個所に納入し,引き続き業界第一の生産

量を維持している｡

上水,二l二水処理装置としてほ,40年に′ブ1続いて押水場

用薬品注人設備を完成した｡,新製品としてほ,バルブレ

ス形急速ろ過装置を尤成したが,中･′J､規模の浄水場で

ほろ過装置の自動化でしきF)と計L止自さjLつつある現在き

わめて意義深い｡

産業用廃水処理装置としては,食■㌔㌔-二【二場,機紙上場廃水

処理装置および製紙工場用水処理装置などを完成した｡

口在ハイロック急速除鉄装置ほ,水中に溶解している

鉄分を特殊除鉄剤の酸化･吸着作用によって除鉄するも

ので,次のような特長をもっている｡,(1)娃設費が舵

廉である｡(2)運転経費がわずかである｡(3)処理水

が安定している｡(4)PH調整装置を付設することによ

り除マンガンも可能である｡41年ほ35個所に納入され,

いずれも好成績で連転されている｡

ガス,空気分離･ごみ焼却装置

および電気集じん装置

ガス,空気分離装置関係でほ,他附こさきがけて純国

産技術で,アルミ化を実施した｡牛‡に-L凝節器をサーモ

サイフォン形とし,その技術確ミLを行なった`=,マラ17ヤ

ハタTOプラントほ,使用先の特殊稼動条件において,

最適の製造装置として托日を集めている｡また低温液体

(液酸,液要そのほか)を大量に貯蔵する大形球形タンク

を受任した｡注【1すべき受注【枯としほ,八幡製鉄株式会

社,共同酸素株式会社向それぞれ10,000TOプラント,

株式会社ほくさん向6,000TOプラントがあった｡なか

でも"ほくさん”のものほオンサイト方式のもので,中

圧液化装置回路を備えたものである｡

環境衛生機器としては,大阪市清掃局八尾+二場に国内

最大処理能力600t/dayのごみ焼却装置を完成した｡こ

のほか,沼津市役所および松戸市役所にそれぞれ,225

t/dayの焼却装置を完成した｡また,水上･月夜野･新治組合に

15t/dayの高速堆肥化装置を完成した｡なお,主たる受注品とし

ては,高槻市役所150t/day,日立市役所150t/day,習志野市役所

90t/dayなどがあげられる｡

集じん装置としては,ごみ焼却炉排ガス清浄用第1号機を,大阪

市清掃局八尾工場に納入した｡また,電気集じん装置の高台巨率運転

を巨川勺として,スパーク数によって荷電を制御する,パルスカウン

ト方式を開発し,常磐共同火力株式会社勿来発電所6号缶用電気集

じん装置に納入した｡一方画期的な新製品として,PC¶MC形集じ

ん装置を研究開発した｡これはマルチサイクロン(MC)に,従来の

電気集じん装置の数分の一程度の静電凝集器(PC)を前置したもの

で,現地試験の結果,屯油燃焼排ガス,崇液燃焼排ガスなどに含ま

れる0.1ミクロン以‾F`の微粒子を90%以_f二捕集できることが実証

された｡このPC-MC形集じん装置ほ,重油専焼ボイラ排ガス,黒

液焼ボイラ排ガス,非鉄金属再製錬炉排ガス,そのはか化学反応排

ガスに含まれる微粒子の分離捕集に最も適している｡

恕

図1 仙台市役所南湖生処理場納沈砂かき揚機および自動険じん機

図2 平田紡績株式会社納400m8/hハイロック
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■ 下水処事聖装置

(1)沈砂池設備

市街地の中心部や風致地l束に設岸さJLるものでは,臭気やスクリ

ーンかすと沈砂の取り扱いに対し,環境衛生の面での特別の配慮が

必要となった｡最大計画水量510mB/minの東京都銭瓶町ポソプ所

は,都心のビルの地下室に設けられたもので,その沈砂池設備は,か

き揚げた沈砂に対しては,洗砂装置,スクリーンかすに対しては,

粉砕,脱水装置を備えることにより,これらの処分がいっそう容易

で,衛生的なものとなったr〉青森相当況貝

ポンプ場の沈砂池設備は,垣外設得で,

スクリーンかす粉砕,脱水装置を池側に

据付けたコンパクトな設備であるしJ浜松

市馬込ポンプ場でほ,従来干かきのあら

目スクリーンを機械化し,細Rスクリー

ンでかき揚げたかすは粉砕しで卜水へ戻

す方法を用い,運転管堺を簡易化した｡

(2)下水終末処理場設備

福岡市中部下水処坪場の節一肌州如17

(3) コミュニティプラント(小規模汚水処理施設)

長崎巾滑石団地用第二期1万人分と日通伊豆富士見ランド用5千

人分のものが完成した｡処理方式としては,いずれも小規模に適した

コンタクトスタビリゼーショソ方式による活性汚泥法を用い,処理

タンクをコンパクトな単一構造とした｡汚泥は,操作簡易な好気性

消化により安定化し,濃縮･脱水して容易に処分できるようにした｡

図1 東京都銭瓶町ポンプ所洗砂装置

万人分の沈砂池より塩素混和他にいたる

汚水処月_!装置を舟反した`〕処坪方法は,ステップェ7レーションカ

式による柄性汚ガ丘法で,什側散気旋l‖1流式一恥じェ7レーシ+ン法を

用いた｡散災体には,散気板を用い,2牧を一組としてホルダに取

り付け,8組ずつつり‾Fげる構造とし,経済的で保`二+:管理が便利な

ものとした｡沈殿池への汚水流終にも散気装置を設け,汚氾の沈積

防止とプリエアレーションを兼ね,処理を安定した確実なものとし

た｡大阪市住吉および大野処理場の2段向流式洗浄タンクの汚泥か

き寄せ機は,かき寄せ板を単一対数渦線構造とし,かき寄せと濃縮

の効率向上なはかった｡

図4 大阪市住吉処理場洗浄タンク

図2 東京都銭瓶町ポソプ所

スクリーンかす粉砕脱水装置

図3 福岡市中部処理場全景

囲5 長崎市滑石団地コミュニティプラント

図6 日適伊豆富士見ランドコ ミュニティプラント汚泥脱水装置

■ 上水,エ水処軍聖装置

(1)大阪市柴島浄水場石灰注入設備

大阪市柴島浄水場(1日処理能力98,200m3/day)に消石火注入設

備を納入した｡

今回納入分は,第一,第二石灰注入設備より成り,第一は2t/h,

第二は3.2t/hの能力を持つ｡

装置ほスクリューコンペヤ,ケースコンペ17,バケットエレベー

タなどの輸送機と,サイロ,各槽,計量機などの合理的な組合せに

よるもので,受入,貯蔵関係は手動,分配,計量,移送関係は白動

で能率よく行なわれる｡

-160一

図1 大阪市柴島浄水場第一石灰注入設備
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人規模浄水場では各種設備の自動化,運転経費び)低減が計画され,

木設備のようなもげ)への安与圭が高まって来ているノ

(2)小千手i市浄水場バルブレス形急速ろ過装置

新潟県小千才子巾ガス水道牒へハイセットラー(高速艇集沈殿装置)

とともに2,000m3/dayの処即能力むもつ鋼板矧∃筒1ニヒ形のバルブ

レス形急速ろ過装筐を納入し7ニ〉

本装置は,原水を通水し7)屑のfはiまりが所定設定値に達すると

サイフォン現象によって,タンク上郡にたくわえられていた処理水

が避洗に使われ,逆洗終了後,巾び自動的に原水通水にもどるもの

である｡本装置は,枚能上のバルブが一つもなく,自動的にろ過逆

洗を行なうので,人手をわずらわさないことであり,したがって建

設費も運転費も安くなることである｡

中小規模の浄水場でほ管児の簡易化を図るため,自動式ろ過装置

を使用する傾向が見られ,今後/ミルブレス形急速ろ過装置の発展が

期待される｡

図2 新潟県小千谷市

浄水場バルブレス形

急速ろ過装置

■ 産業用廃水処理装置

(1)高f沙=割印+二業株式会社平壌工場に香料合成廃水処理装置を

納入した｡特殊な有機件廃水で生物化学的な処理が非常に困難であ

ったが,米兵源を添加して掛隼汚泥を馴致することによりその処理

に成功したものであるしJ余剰iウ泥の脱水処理まで一連の設備を網羅

した総合廃水処瑠ゝ装置である｡

(2)ブラザー丁∵業株式会社刈谷上場に廃水回収処理装置を納入

した中和凝架沈殿/)過することにより塗装廃水を処理して塗装工程

川水として再使用するためのものである｡公害防1l二と用水費節減の

一才i二鳥の役割む架たしている｡

(3)‾f塩川製紙株式会社名各‾I二場に用水処理装置を納入した｡

名寄ノIl末流水を祝祭沈殿ろ過することにより処理するもので,処理

水は純水装置を過してボイラ用水として使用される｡厳寒期におけ

る凍結防止には特に考慮がはらわれている｡

図1 ブラザー工業株式会社刈谷工場納廃水回収処理装置

■ 爆発圧接法による耐食タラッド機器

日立製作所のハブ爆発圧接法による耐食ライニング機器および全

山爆発圧接法による耐食クラッド機器をほじめ爆発成形法や爆発拡

管法などの新しい耐食金属の爆発加工技術を総合的に活用した特色

ある化学プラント機器はその件能,品質,経済性において優秀作が

実証さjL,広く内外の臼三L】を紫めている｡

とくに全面爆発拝技法による耐食クラッド機器としては,高圧反

応器,かくはん槽,貯槽,蒸留坊,熱交換器など各種化学装置をす

でに100基以上も製作納入している｡たとえば図1に示すステンレ

スクラッド製の高圧反応器ほ欧米先進矧如こ輸出されたものであ

り,また図2ほ海水用熱交換器の管似に使用されるAIiPクラッド

の一例を示Lたものである｡

爆発肛接法によると,従来の圧延法でほ十分な性能が得られなか

ったrf,Zγ,7七,AJ,C才`,などはもちろん,J招,高A7合金,ス

テンレスなどについても接合強さ,加工性,耐食性などの性能が優秀

なクラッド鋼が製rF可能である｡なかでもrオクラッド鋼の場合,

従来の圧延法でほ5～151(g/mm2程度のせん断威さであったもの

が,爆発法では30～40kg/mm2に改善されている,〕そのうえ価格

面でも割安となり,高価な耐食金属を使用する場合にとくにその経

済効果が大きい｡

ー161-

図1 ステンレスグラッド製高圧反応器

斑
図2 海水熱交換器用

ABPクラッド管板
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■ 大 形 機 器

41f｢度ほ多くの大形機器を製作したが,その代表的なものほ次

のとおりである｡

(1)大形 タ ワ ー

日本における最大級のアンモニアプラント用大形機器の一つで

ある｢′図lほ製作中のCO2放散塔を示したもので,径3,700mm,

高さ45m,弔量130tに及ぶものである｡

(2)125t 培遊槽

抗生物質用の培養槽としてほ,[軌勺最大容量のもので,径4,150,

高さ13,350mm,かくほん動力210kWである｡図2は｢場に

て試運転中の125甘培養槽である｡

(3)回転円板式抽出塔

巨大なタワーの中を全長にわたり回転する回転ドJ板にて炭化水

素より種々の物質を抽出する回転円板式抽出堵である｡図3の右

側が径1,675,高さ18,300mmで,60段の回転｢り板を備え,左

側は径610,高さ10,400mmで,50段の回転r一っ板を備えている｡

図2 125t 上iキ養 槽

し1

第49巻 第1ぢ･

図1 製r巨中の大形タワー

図3 腐動小の

回転ll-J板式仙出堵

■ 高圧オートクレーブ

41年度に製作した高圧オートクレーブのうちで特色のあるもの

は次のとおりである｡

(1)誘導加熱式高温高圧反応釜

圧力300kg/cm2,温度450℃にて独特のメカニカルシー′しを

任用した誘導加熱式反応釜である.｢

(2)高圧反応釜

圧力132kg/cm2,温度180℃,容量10m3でかくはん磯ほ,

出力37kWの日立直交軸減速機とユニットメカニカルシール付

である｡

(3)熱交換器式リアクタ

伝熱向構2,000m2の多管式熱交換器の管外に温度450℃の熱

媒を循環させるかくはん装置を取り付けたリアクタである｡

(4) 家 令 釜

内面ノミフ仕上した圧力12kg/cm2,容量20m3の重合釜である｡

図1 誘導加熱式

高温高圧k比こ釜

-162-

図2

高圧反応釜
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岡3 穿さ～交換器式リアクク 阿4 重 合 釜

■ 日立コントロ装置

近年,化学工業,医薬品工業,食品工業などの濃縮,蒸溜などの

プロセスにおいて,装置の合理化,製品の向上のために遠心薄膜蒸

発器の使用が開始され,今後さらに増加する傾向にある｡そこで遠

心薄膜蒸発器の中でも特にユニークな特長を有するR17ニコントロ装

置をアメリカKONTRO祉と技術提携をして開発した｡この装置の

特長は伝熱部胴体が液入口より次第にせまくなるようなコーン1人に

なっており,そこに内蔵したかくはん巽も胴体とFqじくコーン状で

かつ外部より簡単に左右に移動できる構造になっていることで,今

胴体の傾斜角度をβ,かくはん巽の回転による遠心力をメ1とすれば,

液入口側にFsinβの背任力が作用することになる｡そのた捌こ他

の遠心薄膜蒸発器に比べて液のかくほん効果も大きく,液の滞溜時

間,濃縮比の調節が叶能でかつ製品の品質劣化に正(接影響するドラ

イスポットもできず,非常に能率がよく,安定した運転が■汀能で

ある｡

現在,立形および横形の実験機を設置し,ユーザーの依頼により

各種実液テストを行ない応用技術資料,スケールアップ資料の整備

と蓄積を行なっている｡また機器の振動,液の流動機構の解析,お

よび伝熱機構の解析などの基礎研究も行ない,応用分野の拡大に努

図1 チタソ製2m2日立コソトロ装置

力している｡

本装置を開発後すでに50台以上納入しているがその用途は広く

化学_1二業,l矢薬品工業,食品工業,油脂工業などあらゆる分野に納

入している｡このうち特に大形の立形日立コントロ装置によるラク

タム精製プラント,合成樹脂の溶剤回収プラント,チタン製口立コ

ントロ装置,酢酸エチルの回収装置などの開発を行ないR‾､:仁コント

ロ装置の優秀性を十分発揮している｡

今後とも日立コントロ装置を中心としたユニットプラントに窮点

をおき日立コソトロ装置の効果を十分発揮させるプロセスを開発し

てゆくこととなろう｡

■ H∈一80G誘導加熱反応缶

近来,化学工業の発展につれ製品の品矧叫上,人件費の低減がま

すます要求されるようになり,従来の熱媒体による間接加熱方式で

ほ温度制御などにおいて種々不十分な点が生じて来た｡

口立の総合技術により開発された本誘導加熱反応缶は缶体外側に

一次コイルを巻き,誘導電流により缶賛自体を発熱させるもので,

従来の熱媒体による間接加熱方式に比べ,‾F記に示すような特長を

備えている｡

(1)ボイラおよび熱媒体が不要であるかF)設備費が低廉で

2

3

4

ある｡

自動運転ができ,品田向上と作業の合理化ができる｡

温度制御が非常にシャープにでき,局部加熱がない｡

起動時,運転時とも,電気的に十分なインターロック回路

が作られているので,きわめて安全である｡

電源には商用低周波をそのまま

使用している各種溶液の加熱反応

用に適し,特に樹脂塗料の反応用

には最適である｡本誘導加熱反応

缶の概略仕様ほド記のとおりであ

る｡

(1)全 容 量

11m3(張込み8m3)

(2)概略寸法

内径2111×高さ(か

くはん機含む)6.2m

(3)設計圧力

(本体)FULLVAC.

～3kg/cm2

(4)設計温度 300℃

仙163-

図1 HE-80G誘導加熱

反応缶外側へ誘導加熱

コイルを組み込んだ外観
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(5)撹 拝 機 11kW立形ギヤードモートル

45rpm

(6)軸封装置 水冷式グラソドシール

(7)材 質 (缶体)SUS32クラッド鋼

(8)誘導加熱コイル容量

336kW(3×112kW)

■ 大形アンモ=ア合成胴の製作

大容量化の傾向が著しいアンモニア合成プラソトにおいて,プラ

ソトの中心となる合成胴は必然的に大形化し厚内のものとなる｡

日立製作所でほ水素脆化に対処して開発した高抗張力低合金鋼板

(Mn-Mo-Cr鋼板)を使用して,溶接構造合成胴を多数納入したが,

今回容量500t/day,内径1,700mm,全高16.61mの大形アソモニア

合成胴を製作し,S社に納入した｡

本合成胴は胴板厚さが188mmに達するもので,鋼板の均質性お

よび経済性の見地より,前述の低合金高抗張力鋼板の中厚板を使用

して三層の日立式屑成胴構造(日立評論Vol,48,No.1,186頁)とし,

下部鏡板と上部フランジには同質の鍛造材を使用した｡その構造を

図1に示す｡

胴の層成様式適用については｢二l本溶接協会,日本高圧力技術研究

会の特別認定委員会の認定を得たうえで製作したものである｡

各層は層ごとにプレス成形加工,長手溶接,放射線検査を行ない

締代を持たせ焼ばめ様式で焼ばめした｡この層成円筒を軸方向に接

続することで胴を製作したが,耐圧試験昇降圧時に胴内

外面のひずみを計測することにより,一体胴と同じ圧

巨面＼＼､
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力一ひずみの関係を確認した｡その動向を図2に示す｡

本合成胴は内部にそう入する内部装置との関連上,内径と州i)に

つき軸心に対し850mm(十6mm,一Omm),内部装即‖件l自iと軸

心につき直角度を850mmに対し0.2mmとする必要があったが,

胴内面を機械加工するとともに慎重な作業管理と検奄法により所定

公差を満足することを得た｡

本合成胴製作により品質均一一で商量当たり肘佃格の中厚板を使用

し,全溶接効率100%の合計板厚を法規厚さと同一▲としうる経済的

で合理的な大形圧力容器の製作法を確立するとともに,より高圧,

大径厚内の高圧容器に対し生産体勢を懲えることができた｡

ボイラ耐圧部の設計には,すでに250,000kW級lTl然循環ボイラ

にも採用されている最新の計画をとり入れ,特に水壁への缶水の分

配には,多数の供水管による方式を採用し,炉内の熱負荷分布に見

合った流量分布としている｡

このように,随所に新しい計画を盛り込んだ結果,運転の暁にほ

この種ボイラとしては,飛躍的な成果を発揮し,この方何の期待に

十分こたえ得るものと確信している｡
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■ 高張力鋼管による高圧配管の施行

最近,世界のアンモニア合成工業糾ま,設備の人形化により,原

価の低減を図るため,すでにイギりス,アメリカ糾まじめ,諸外国

においては,500t/dayないし1,000t/dayのアンモニ7プラントが

稼動し,また各所に続々建設されつつある｡わが国においても,40

年釆,各社により,500t/dayクラスの大形アンモニアプラントの建

設が計画され,実施に移されてきている〔)わが国でのアンモニア合

成プラントの経済規模ほ数年前までほ,せいぜい150t/day前後で

あったものが一挙に500t/dayクラスに飛躍することとなり,大形

プラント建設のために各種の解決せねばならない問題が浮び_とが

ってきた｡この中の一つに,合成部門の動脈である300kg/cm2高

圧配管の設計施行がある｡

500t/dayクラスのプラントでは,主配管のパイプ内径は200mm

‾露人■‾=

‾r‾′て壷_

-･t済

L瑚1 高張力鋼管による高圧配管の施行
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以上となり,今まで使用してきた,冷間引抜鋼管は製作できず,熱

間引抜鋼管の使用しかない｡また内厚も非常に厚くなるので,従来

の炭素鋼管STS-42む仕用することは,重量の上かF)問題となF),

設肺費へ影響する割合をすこぶる大きくした｡

このような背景から,日立製作所では高圧配管材料として,高張力

鋼を使用すべきであるとして,各種の検討を進めるとともに,国内

材料メーカーに.諌て作を依析した｡.その対象とした鋼種は,SトMn

系の50kg/mm2綬,55kg/mll12払出i張力鋼管およびSi-Mn-Mo

系の60kg/mm2級高張力鋼管の3種棋であり,加工性,溶接性を小

心とした,各種の検討が行なわれた｢､その結火,60kg/mm2鞭の高

張力鋼管は,Ceqの価がやや■亡い､こと,および調貿材であることか

ら,考土地での配管作業に,やや問題があるとし,現在IlこやJ謀では,溶接

性,加工件とも良好な,50､55kg/ln1112級の高張力銅管を使川する

･ 水 処 理 装 置 165

のが得策である｡

王‾l立製作所繁)てrT場では,以上の結果を,S什納の5〔)r)t/dayアソ

モニアブラントに応用し,｢去=ノ]での崩大根人ノ惇酎管に■ル張プJ細管を

用いで完戒した;⊃使用鋼種はSi-Mn系50kg/1nm2紳絹張力鋼管で

あり,他用Jモカ360kg/mm2配管村仲用総i托品120′ぎ,延艮7nOm

である｡

円亡管作業ほ,模判による綿帝な,プレハブ〔汁何に始まり,1ブロ

ック,5甘以ドの形で,現地へ搬入した｡大形夙勾剛管ゆえ札り也で

の移動には常に大形レッカーを必要とし,配管材の取扱いには,冬

くの困嫌がともなった｢､しかし,配管J掛声の判確化,r掴先,桁接,

焼鈍,清掃などの糾′ド業管理か肘ヒすることにLl二り,約3仰川-‾･珊土

管作業を′ノこ‾rしたrl

■ プロセスガス冷却器

本冷却器は,プロセスガスの冷却と廃熱回収とを兼ねた冷却器ま

たは蒸気発生器で,エチレンプラント･アンモニアブラントなどの

Transfer Lineに用いられる(〕冷却器には,一･一般に水管式と煙管式

とがあり,後者には二萌管式と多管式とがある｡従来,Transfer

Line熱交換器として,二市管式の西ドイツSchmidt'sche杜のもの

が,かなり採用されているが,コスト及び隅造的に問題があったr･)そ

こで口立製作所は,ガス斥力がi軸､場伽こ適した多管式回心管板形

熱交換器を採用しているし,一般のボイラと比較して,コンパクトで

熱効率がよいので製作費が安いこと,従来種々問題を起した管仮の

熱応力に対して,伝熱管と胴との補強効果を計等式と実験から裏付

けし,管板肉厚を薄くし熱放て力を′+＼さくしていること,仏熱管入∪部

にェロージョンを減少するためまたは伝熱管の過熱を防ぐため,フ

工ルールを用いていること,カーボンの仁王熱管への付着を少なくす

るため,ガス流速を__1二げていること,ガスには水素を多量に令んで

いるので,漏れに対して十分な考慮を払っていることなどは木冷却

諸賢の特長である｡現在,ガスロ三力30lくg/cm2,ガス人l-+温度950℃,

ガス出口温度500℃,給水圧力85kg/cm2.スチーム発生量35t/h

の冷却器を設計製作巾である､て,このスチームは,動力に川いられ,

給水側の制御はもちろん,ガス温度の刑】御!も什部バイパス管に設ミ1‾

られたバタフライバルブで行なっているり 図1は,lt獅口40勺二11月

i･こ製作した某社納エチレンプラント用慮制術喋式冷却器の外観であ

る(｢.仕様ほ,ガス圧力1kg/cm2,ガス人口路=空746℃,ガスij_=1

温度288℃,給水比力35kg/cm2,スチーム発′ト拉5t/hで機糀トト

法は,P勺行約600mm,全長約11mである-､

董
･-一也･､-一生好一-1し盛蓑虫･--一戊-一

窪ノ萎選
`首 妻‾‾違約ト

彗 ⊆蛋-､_‾望_‾

夏

.).･三意言…≧.表遜･亘 ノ‾淵荘■■-
ヽL

図1 エチレンプラソト用ガ'ス冷却器

■ 大容量アンモニアブラント用

ナフサ改質炉と廃熱回収装置

アンモニア合成およびメタノール合成プラントほ,咋々路程化,

大容量化の傾向が著しい｡現在建設中のN礼納370t/day(nアンモ

ニア合成用ナフサー次改質炉ほ,Ⅰ.C.Ⅰ.-SELAS才を術にエる庁力34

kg/cm2gの高圧大容量プラントである｡

高圧の採用は装置の小形化,建設費の低

軌 合成原料ガス拝縮動力の節滴などをも

たらし,製造尉両の拝しい低減を可能にし

た｡

昭和41年頭抑に完成した丸首了‾√油化′､ア:

納100,000t/yearエチレンプラントのナフ

サ分解炉の完成に引続き,本改質壬炉の建設

により本格｢Ⅰ(Jな,lJl■仁一SELAS技術提携と

しての分解炉,ならぴiこ改質炉を`完成した

意義ほ大きいr-､山下1二要機掛こ/‾)いて脚少J

する｡

(1)一次改質折

本改質炉はSELAS祉との技携資料に

基いて設計,製作したもので,ガスとナ

フサの混焼川として.粘.汁されたSIミl-AS,

Ⅰミl-12,700

DuradiantBurnerが約300僻取り付けられており,Zone-Contro

を十分考慮した配置となっている｡

反応管出口結=射よ約790℃であり,反応管にほASTM-A297

Gr.IIKの遠心鋳造管132本が装愉されている｡本反妃二管の大､11

はドイツD.E.W.礼より輸入され,一J恥り､こ同産反応管である(⊃ りl

｢1連綿配管おエびヘッダにほインコ一っイ8()りが仙rrほJしている.､
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また二次改質炉までの配管には内面保温配管が用いられた｡

(2)燃焼ガス廃熱回収装置

一次改質炉よりの燃焼排ガスダクト中には,パブコック11-､■仁株

式会社の設計,製作によるポイラ,スーパーヒ一夕,およぴェアヒ

ータが糾み込まれた｡ボイラの仕様は設計圧力弘5kg/cm2g,蒸

評 論 第49巻 第1号

気発生量22t/hで,この蒸気ほ過熱後ターボコンプレッサ駆動用

として用いられ,排気後ほスーパーヒータで圧力38.5kg/cm2g,

粘度650℃まで過熱されてプロセススチームとして用いられる(〕

エアヒータにはユングストロームエアヒータを採Jljし,一次改質

炉の燃焼用ワた気の‾㌢鮒こ川いられる.｢

■ 酸素液化装置付TOプラント

∩立製作所ではマラヤヤハタ製鉄株式会社に酸素液化装置什TO

プラントを納入した｡本プラントほTOプラントと有機仙こつなが

った酸素液化装匠を石し,憶素性用量が断続的になるなど変動の大

きい場合に最適のプラントである｡

マラヤヤハク製鉄株式会社ほ八幡製鉄株式会社とマレーシ7連邦

との間に令弁で設1上された新製鉄所であり,設備がう呂全にそろい-･

群生産を行なうまでほ矧臼j16時間は酸素を必要とするが,夜間8時

間ほ酸素需要が窄となる変則的操業となる｡このような条件に最適

な方法として製作されたのが本装置である｡図1にその系統をホすり

本プラントほ容量100トンの液酸タンクをそなえており,尽問の

16時間ほ液化装匠ほ運転せず発生したガス酸素および夜間8時間

に蓄積した液酸を液酸ポ/プで肘[し液酸蒸発器でガス化して必要

量を使用端に供給し,夜間は発生したガス酸素をすべて液化装置で

酸化,蓄積する方式である｡設備が′▼-･民して完成した際には,TO

プラントほ2基となり発生した酸素はすべて使用端に送
や1手;

られ,余剰酸素が生じたときのみ液化装置を運転して液 り▲+1t

酸として貯蔵,売酸または危急時の酸素源として使用さ

れることになる｡

木プラントの特長を列挙すれば次のようになる｡

(1)酸素の使用が断続的となる場合にプラントコスト,

原F幹位の佃で最適なプラントであり,TOプラソトとして

は平均化した椚費量の容量をもたせればよい｡

(2)液化装置を右することにより液酸貯蔵が可能でホル

ダ容量を最小にできるとともに,突発的市政に対する設備

として兼ねることができる｡

(3)TOプラントほ需要量の増減に右才iされず前･に一定の条件

卜で連続運転できるrっ これほ事故の大部分がプラントの起至臥 帖

l卜叫,運転拙作の大幅な変如‖､】fに′トト＼つすいことから考えて非偶

に大きな利山である｡

｢
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(4)1､0プラント起動叫,液化装置の風力な冷却能力を利用す

ることが可能のため,プラント起動時間を半分以下に短縮できる｡

(5)液化装置ほ常時液酸タンクでガス化した低温酸素ガスで冷

却されているた㍍)急速起動が･舶巨で,エ激な!詳要変動に対処で

きる｡

(6)液化装障が月別艮タービンサイクルにより構成されているこ

ととTOプラント苗冷器で処理した完全ドライ窒素ガスを冷媒と

して使用しているため取扱いが容易で故障が少ない｡

本プラント形式は工場新設などで最初の数年間は酸素の需要が断

続的となる場合や,TOプラントを数基設置する場合などに最適の

方式であり,今後木方式によるプラント計画が増加するものと期待

されている｡

i少
呈卓

■
■
■
■
■
J

n

n

①著i 冷 諾圭

･′′豆1迎 Il二 升

｢てjJ膨張 タ
ー ビ ン

@炭化水素吸着旨旨

旬液空j幽冷却器

修･液 化 器

官ノ精 溜 堺

L阜二･‾モミ凝 縮 器圭

⑨副 凝 縮 i探

せ¢アセチレン除去器

+----㊥---+

⑪-什 - シ､タ ンク

(碑酸 素 月三 縮 機

年率酸素ガスホルク

柚)

1由

⑯窄

(享亨)酸
⑯液

@窒 素 代 桁 隙 @破

顔)アフタークーラ 廟繚

L当1 円安素液化装置付TOプラン11

■ TOプラント用主凝縮器の改良

TOプラソトには,約5kg/cm2gで逆転されるF▲部坊と約

0･5kg/cm2gで運転される上部堺の閃にト桁凝詩語石丁介した役精何桁

が性月‾1されている｡

従来,この二二iて凝鮒ヨ割こほ耐径が約1011ュm,長さが1,500mm前

後の銅管を容量に応じ数丁一～数万本配列した,いわゆる車両管構造

のものが使川されてきた｡しかしながら垂耐管構造の場介,プラン

ト容量が大きくなるにともない管板が非常に大きくなることかド)製

作が困難になるなど種々の欠ノぐ､ミがあった｡

これらの火ノ亡びこ対し,｢1立製rl三所でほ液酸がガス化する際に生ず

る駆動力(drivingforce)を利川して新しくハンプソン形主凝縮器

を開発し,全面的むこ採用するに至った｡

ハソプソソ形主凝縮器は伝熱管を蛇管状に巻きつけたもので,頚
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耐管構造の場††とは逆に管内に液酸を送入し,管外に導入した窒素

ガスの凝縮熱により液酸を気化 術環させるもので,キ凝縮器内で

液酸が完全にガス化しアセチレン,炭化水素などを析出させないよ

うに実機について種々の実験を行ない管内流通抵抗,液ヘッドなど

について最適の伯を確‾-ソニし,十分な循環量をもたせで捌こ伝熱管内

而を液酸で沈持するようにしたものである｡

現在まで木形式にエるTOプラントほすでに5基好調に運転さ

れているが,ハンプソン形_ヒ凝縮器を採用した場合次のような利′亡よ

カこある√､

(1)

山166
】

管枇を分割することが吋能であり解量による制限はなく,

製rFが容錫である｡

熱交換性能が垂直管構造方式に比べすぐれている｡

万一漏えい事故を起こしても部分的補修が容易である｡

容量にエる製作制限がない｡

虹l
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■ 500トン球形液酸タンクの製作

矧プ淵変素勺削告所でほ多:追の酸素を大きな学事掛こ液体酸素として,

常に貯蔵しておき,いつでも必‾変造の慨素がり報告できる態勢をとれ

る+こうにしエうとしている｡このため液体酸素川の大船_追貯肺が要

求される′+この蛍火により,乍l叶jU司酸素株よ会社(和歌山+二場)よ

り500トンの液慣用貯椚を受托した.′ノ この人解量液酸タンクは,田

】勺でほ初めての球形極低縦貯椚で,位低温液体の熱損失をf別､に

し,わがl和)地嬉象什に対しても十分安全性が保i推されなければな

らない｡牛如こ保冷槽内に設岸される内部タンクの支持方法について

は,rl､'_梢旦作所の特許[Fl論･いの構造を採用している｡この設計に当

たり,電子.汁貨機による膜応力の分イ;i,仙屯による応九地雷三,吼九

横当荷重による虹力,掛空差による軌E力などと,実際の確認i試験

図1 振動試験L†+の球形モデルタンク

ト ･ 水 処
,叩
告ヒ 挺 167

によるj三測伯を検.i寸するため,%の球形モデルタンクるご黎廷†′一三した′_.

このモデルタンクにより静的試験ほもちろんのこと振動.試験機に

よって動的.試験も実施したり この試験により計算では示されないノ‥)

F■刷上Jプの発′1三ノ∴ミおよびその威さなどが丁完全に明確にホされた.′ノ
この

紙当ミはすべて許裕伯以下であり問題ノ∴けゝ解班された(図1)･+

500ト/球形液酸タンクほ,外球は11,600mm,州球は9,8001--Ⅰれ

の2巾タンクで,l勺球と外球の抑ま特殊左枠方法にrLり熱捌クこを′ト

さくし,l勺球女手如こ無即なん山Ⅷ応力が生ぜぬ構造にしてある｡快打了

闇内にパーライトを充てんし,-1別℃の液体酸素の熱損失もきわ

めて小さく,経済的な液化ガス貯槽として液休酸素以外に多カ‖如こ

利用できるものである(図2)｡

内様にほ低縦に放い9%Ni銅を似川し,般小の肉惇でl勺1山上も

ちろん外山ムこも十分に耐えることができる‥ したがって貯晒として

安全性が非常に高く,球形の特長がすべての何で生きている｡

今後ますますこの種の大形貯槽の建設希望が各所にあらわれる状

勢‾卜にあるので,この新i払冒】が開発の一端となることは必然的で

あるu

で＼
】2,4【州¢

12,00叩

筈l

職
図2 共卜司酸素株式会祉(和歌山+二場)に弧没する

500トン球形液酸タンク

■ 石原産業株式会社納カルサイナ

排ガスクーラ

本装置は昭和28年に納人したカルサイナを排ガススクラバーに

接続して,41年新たに口う‡製作所｢け二工場製作の′i昆気類三じん装置と

ともに公害i妨+LのIl的で設置された｡カルサイナの排カ■1スほF島温で,

図1 垂直平板充てん物

酸化チタン,巾村已酸ガス,

水蒸気などを令み,その

雌が純白でl‾】だつため,

公ノ害防1ヒ上特に問麒とさ

れていたしJしかし本装置

の設置により1さ佃聖は完全

にとまり,地‾元では大き

く取り卜げて撒道されて

いるり 大量のガスを効率

よく冷却するために,内

掛こは口立製作所‖1一畑F

兜所で開発した独特の垂

直咋板充てん物を充てん

し,小さいJl三力損失で,

大きな冷却効果を上げて

いる｡また排ガスほ腐食

性を有するので胴体には

ゴムライニソグを施し,

充てん物に木材を使用す 図2 カルサイナ排ガス用クーラ

ー167-
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るなど,材料の選択には托意が払われている｡

寸 法 3,200¢×14,450H

出口ガス温度 350℃

立 評 論

冷却水･曲水

比 力 損 失

約300m3/h

50mmAq

謀;49巻 第1与ゴ･

■ ゴミ焼却炉用集じん装置ほか

化学装置用集じん装置の開発

(1)ゴミ焼却炉用電気集じん装置

各家庭,工場から廃棄されるゴミの処刑よ恥けの環境衛生卜重

要な課贋である｡,わが国においても各都市に人容量の棟械式ゴミ

焼却矧寛が建設されつつあるれ ゴミの採集と運搬の関係上,什

宅および工場地域に近い郊外に設置されるため,炉から排出され

るばい敵うミ公害の対象となる｡このため,ばい鮒こ対する十分な

防止対策が必安になってきた｡

このたび大阪市清紬局か八肘†Jに雄殺した焼却能ノブ60りt/day

の機械式ゴミ焼却炉用として,電曳集じん装置(EP)を納入し,川

川凱､じん二副ま保証値0.1g/NIⅥ3を大幅に下回る0.06g/Nm3以

下の好成績で運転中で,公告防止の目的を十分に達成した.｡

本EPの計由に当たっては,ゴミの性質とそれを燃焼した際に

発生するばい煙の性+如こついて,モデル試験装置により｢一一分な調

薬を行なった｡これらの調査結架からEPで処理されるほいじん

は､l∠均粒子緯が数/一∠程度の微粒子で,非常に凝矧隼に富み,電左も

集じん状態におけるダストのかさ密度ほ非常に小さく,坐げき率

は98%群蛙であることがわかった｡,したがって再飛散しやすく,

EP内ガス流速力泊くなると再プ陀散率が急激に増加する傾向にあ

るので,この過延に特に壇f意した｡

また最近のゴミの中にほ包装用ビニールなどが増加しているた

め,排ガス中にはわずかでほあるが駄嘉イオンが含まれているれ

これによる装置の腐食を防.上ヒするため,ホッパを加熱空気でチ熱

図1 大阪市清掃局八尾工場納 ゴミ焼却炉用電気乗じん装置

するとともに,装置全体を十分保温し,長期安定運転を‾吋能にし

た｡図1に本装置の外観をホす｡

(2)酸化チタン製造装置排ガス川電光集じん装置

産業の発展に伴い,大気汚染による公害ほ大きな社会問題とな

っている(｡三重県四日市地区は国内でもこの問題で注目されてい

る地域であるれ 同市にあるすi原産業株式会社四日‾汁LI二場でほ酸

化チタン蓉皇道プラントから微量酸化テクノを含む苑端が仁1煙とな

り排出され,これが視界をさえぎるなど,近郊に及ばす影響はか

なり人きかった｡同社では公害防Jl二の一環としてこの白煙除去に

取i)組み,R立製作所との共同研究で,現地において自炸の性状

調ずたならびにモデルテストを実施した｡

この=炸は酸化チタン製造プラソトで,チタンスラッグと硫酸

と舶合したものをキルンで焼成する際排ガスとともに1J∠以‾Fの

微粒子として排出されるれ これをスクラ/ミーで洗軌 冷却しガ

ス温度70℃程度にして煙突から火気に放出していた｡このため,

チタン蒸気が大矢も温度との差により仁個室となり,前記のような問

題となっていることが判明した｡このことから今回スグラ/ミーの

あとに,ガスターラを設けガス温度を35℃以下に冷却することに

より蒸気をミスト化させたのち,共‾√fしているチタンとともに,

′毒気集じん装置に導入

するよう計画L,ミス

トとチタンをンヒ全に除

去することに成功し

た(⊃

現在きわめて好調に

運転中で同地区の公害

防止の一環として十分

な威力を発揮してい

る｡〕図2ほガスクーラ

および電太集じん装置

より成る木装匠の外観

を示したものである｡

図2 ‾(て原産業株式会社四日市工場納

カルサイナキルン排ガス清浄用電気

集じん装置

■ PC-仙C形集じん装置および

高能率運転制御装置の開発

PC一仙C形集じん装置

重油専焼大容量火力発電所の建設にともない,この排ガス中に含

まれるばいじんによる公害は近年ますます問題になりつつあるが,

このばいじんはカーポンプラックが主成分であるため,電気固有

抵抗が低く,従来の電気集じん装置では再飛散が著しく,高い集じん

効果が期待できない｡したがって煙害防止の立場から,高能率の集

じん装置の開発が望まれていた｡

このような低抵抗のばいじんについて,電気集じん装置の静電凝

集作用を利用して,電気繁じん装置で凝集したばいじんを後置のサ

イクロン集じん装置で除去すれば,かなりの集じん効果が得られる

ことがわかった｡このことから低抵抗のばいじんの揃集用として,

静電凝集式2ステージ形電気集じん装置(PC)とマルチサイクロ

ン(MC)を組み合わせたPC-MC形集じん装置を新たに開発した｡

-168-
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静電凝集式2ステージ形EPは図1に示すように,その凝集作用を

十分発揮させるために,コロナ放電によりばいじん粒子の帯電を行

なう帯電部と,帯電したばいじんを捕集･凝集させる凝集部とに分

けられている.｡帯電部は従来の電気集じん装置と同様,放電棒と,

接地極とから成り立っているれ 粒子の凝集をより促進するため.

凝集部を平行平板電極配置とし,電界を強める方式を採用している=

これにより集じん装置内のガス速度を従来の2～3倍に早めても,凝

集部分に層状にたい積したばいじんはJ卜伏にハク離し,後置サイグ

ロソで効架的に描集されることが確認され,装置の小形化が可能と

なった｡本装置ほ,工場内試験に引続き,重油専焼ボイラプラント,

およぴパルプ工場における黒液回収ボイラプラントにおいて,長期

連続運転を行なった結果きわめてよく,実用化の見通しをつけるこ

とができた｡図2ほその現地試験結果の一例を示したものである二

一方,石炭専焼ボイラ排ガス中のばいじんの捕集には,従来マル

チサイクロンと電気集じん装置を組み合わせた,MC-EP形集じん

装置が採用されて釆たが,ばいじんの電気固有よ主モ抗がボイラ燃焼効

卜率の向上に伴い,近年ますます上昇し,電気集じん装置の経済的適

用範囲を逸脱するため,電気集じん装置の運転が不安定となる場合

がしばしば起こった‥㌢ これを改善するため,新たに,EP-MC形集

じん装置を開発し,その1号榛を,常磐共同火力株式会社勿来発

電所6号缶用として納入した.⊃ これは,電気集じん装置で処理する

ばいじんはきわめて微細なものばかりになるため,集じん極,放電

極へのばいじんの付着力が強く,通常の槌打でほハク離困難となる

ためであった.､)このノ､ク離性がばいじんの高抵抗に基づく逆電離現

象などの,高抵抗障害を起こし,電気集じん装置の性能を著しく低

下させることが明らかとなったことから,これを防ぐため前置マル

チサイクロンせ取り除き,電気集じん装置へ粗粒子を送り込み電気

集じんの機能を十分に発揮させるとともに,槌打時の再飛散を少な

くするため,マルチサイグロソを後置したもので図3はその外視を

示したものである｡

電気集じん装置の高能率運転制御装置

(1)定火花ひん度制御方式

電気集じん装置は高い電圧で運転すればコロナ電流が増大して

集じん効率を高めることができるが,反面あまり高い電圧になる

と火花放電がひん発して,放電後ふたたび充電が行なわれるまで

は集じん機能を失ない,かえって集じん効率が下がる.｡このため

高電圧で運転される電気集じん装置を効率よく運転するにほ,火

花せん絡ひん度がある和国にはいるように,印加電圧を決めるこ

とが望しいこ.

この点から,電気鮭じん装置の火花せん終ひん度を検出して運

転電圧を制御する方式を製品化し,常磐共同火力株式会社勿来

発電所第6号缶用として4セット納入した｡検出回路は負荷電流

が充電時ピークとなるとき,一定大きさの電流を取り出すもので,

0～5,000カウント/分の閃で放電回数

にほぼ比例した電流がとり出せた｡こ

れを2段の磁気増幅器で増幅し,電圧

調整用の可飽和リアクトルを制御して

いる｡火花ひん度は300～3,000カウ

ソト/分の間に設定できる｡図4は日立

製作所口立研究所における模擬装置を

制御したときのオシログラムで,火花

せん紡が多くなると可飽和リアクトル

制御電圧が絞られ,常にほぼ設嬉値の

火花ひん度に保たれている｡

(2)高能率逆転制御装置

定火花ひん度制御装置の製作に引続

き,さらに次のような高能率運転制御装置を開発した｡

(i)最適の火花せん絡ひん度を知るために,負荷電流中の有

効コロナ電流の平均値を直接読み取れる有効電流計を開発し

た｡これは電気集じん装置の印加電圧から集じんが行なわれて

いる期間と,火花せん終などによる電圧降下で休止している期

.に吋(

0

図1 静電凝某式2ステージ形電気業じん装置の隅造
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図2 PC-MC形集じん装置の現地試験紙果例

図3 常磐共同火力株式会社勿来発電所納EP▼MC形集じん装置

図4 定火花ひん圧制御オシログラムの一例
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間を判別し,前者の期間のみの集じん装置の電流を測るように

したものである｡

(ii)可飽和リアクトルの制御をサイリスタで行なうことによ

り,小形で信頼度の高い制御回路を研究開発した｡これほ磁気

■ 600t/24hごみ焼却装置の運転実績

ご克焼却装置の機械化が盛んに行なわれており,人口の都市集中

により,焼却装置の規模もますます大形化の傾向にある｡

この要望に応じて完或した大阪市清掃局八尾工場納600t/24hご

み焼却装置は,国内では最大容量のものであり,41年5月に性能試

験を行なったが,結果はいずれも計酎直を上回るすぐれた性能を発

揮した｡

仕 様

炉 数 量 150t/24hx4其

焼 却 能 力 600t/24h(6.25t/h/1基)

焼却能力は4基合計で621t/2411と計剛直を上回るものであり,

とくに負荷の変動に対する追従性では,12時間連続平均で5.87t/h

から8.23t/hと広範囲に安定した燃焼を打続した｡

燃焼ガス温度は800～1,000℃,炉出口ガス温蛙も800℃′～900℃

であり,燃焼状態はきわめて安定したものであった｡

灰中の末燃物は非常に少なく,灰残さ中の腐敗物含有量(乾燥重量

比)は0.129%と保証値を十分iこ満足するものであり,これは階段ス

トーカによるすぐれたかくほん効果と,燃焼ガスの流れがごみとj仁

行流であるため,後燃焼が完全に行なわれていることを実証したも

のであり,前述の安定した燃焼もこれに関係あるものと考えられる｡

煤煙による公害防止対策としては,マルチサイタロソ集じん器と

電気集じん器を傭えており,電気集じん器出口排ガス中の含じん量

は0.052g/Nm3と,保証値0.1g/Nm3以下であった｡

本装置の運転実掛こより,さらに大形の焼却装置の要求にこたえ

ることができる｡(日立評論Vol.47,No.7,139頁)

増幅器に比べ容易に大電流がとれるので,応答の早い制御が可

能となるはか,電弧短縮発生時は可飽和リアクトルに負電圧を

かけて回生運動することにより,早い消弧が可能となった｡
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図1 大阪市清掃局八尾工場納ごみ焼却装置燃焼ガス温度

図2 大阪市清掃局八尾工場納600t/24hごみ焼却装置

日立製作所の工業所有権増減表

日立製作所所有の特許権,実用新案権,意匠権,商標権の昭和40

年10月より昭和41年9月末日までの1年間の増減は下期のとおり

である｡

桓和40年9月末現在当那哨l当期闘差引増減l昭和41年9月末現在
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7
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1
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1
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0
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5,469

10,003

1,990

828

18,290

日立製作所の外国特許権,商標権について

日立製作所が昭和41年9月末現在で諸外国に所有している特許

権,商標権は次のとおりである｡

特許権458件(アメリカ,イギリス,ドイツ,フランス,イン

ド,台湾,スイスなど)

商標権796件(アメリカ,イギリス,カナダなど86か国にお

いて登録)
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